
春本番！
  農作業が始まります
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昨
年
の
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
昨
年
７
月
は
気
温
が
高
く
て
雨
が
少
な

く
、
乾
燥
し
て
い
た
の
で
高
温
性
の
病
気

や
害
虫
の
発
生
が
増
え
ま
し
た
。
野
菜
で

は
、
ト
マ
ト
で
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
（
ヒ
ラ
ズ

ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
）
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
発
生
数
が
多
く
て
も
、
し
っ
か

り
と
防
除
を
し
て
い
れ
ば
被
害
が
出
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
も
被
害
自
体
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
稲
で
は
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発

生
が
過
去
で
１
、
２
番
目
に
多
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
８
月
の
大
雨
に
よ
り
カ

メ
ム
シ
の
数
が
減
り
、
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
害
で
は
、
紋
枯
病

の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
害
虫
の
発
生
は
、
圃
場
周
辺
を
除
草
し

て
環
境
を
整
え
て
お
く
こ
と
で
抑
え
ら
れ

ま
す
。
圃
場
内
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
環

境
に
も
目
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

春
を
迎
え
、
農
作
業
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。
作
物
を
育
て
る
上

で
、病
害
虫
防
除
は
重
要
な
作
業
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
防
除
に
関
す
る
情

報
を
収
集
し
、
適
切
な
時
期
に
正
し

い
方
法
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
病
害
虫
発
生
状
況
や
今
年

の
注
意
点
、
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
、
秋
田
県
病
害
虫
防
除
所

の
戸
澤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
被
害
写
真
は
病
害
虫
防
除
所
提
供
）

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
効
果
的
に
！

秋田県病害虫防除所

戸澤 淸
せい

徳
とく

 主幹 兼 班長

１　�アザミウマ類によるトマトの被害。開
花期に子房に産卵すると、果実の肥大
とともに白く膨れ上がる「白ぶくれ
症」を発生させる（赤い囲み部分）

２　�斑点米カメムシ類（アカスジカスミカ
メ）の成虫

３　斑点米
４　紋枯病にかかった稲

　
病
害
虫
防
除

22

11

33

44
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昨
年
の
大
雨
に
よ
る
影
響

　
作
物
は
雨
が
多
く
て
日
照
不
足
だ

と
軟
弱
に
育
ち
、
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
排
水
性
が
悪
い
と

根
が
ず
っ
と
水
に
浸
か
る
こ
と
に
な

る
の
で
根
が
傷
み
、
土
壌
中
の
病
気

が
入
っ
て
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
は
野
菜
の
病
害
が
多
く
、
特

に
山
本
地
域
の
ネ
ギ
の
軟
腐
病
被
害

が
大
き
か
っ
た
で
す
。
作
付
け
が
盛

ん
な
能
代
市
で
の
被
害
が
目
立
ち
ま

し
た
。

　
病
気
が
多
く
発
生
し
た
翌
年
は
、

引
き
続
き
病
気
が
多
く
な
り
ま
す
。

軟
腐
病
が
大
発
生
し
た
圃
場
で
は
、

薬
剤
防
除
で
は
十
分
で
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
圃
場
を
変
え
て
作

付
け
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
注
意
点

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
気
温
の
高
い

状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
、
高
温
性

の
病
気
が
増
え
、
虫
の
発
生
が
多
く

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
発
生
が
多
か
っ
た
病
害
虫
は
、

種
に
よ
っ
て
は
越
冬
し
て
発
生
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
の
で
、
今
年
も
注
意

が
必
要
で
す
。
特
に
カ
メ
ム
シ
類
は

越
冬
す
る
の
で
今
年
も
警
戒
し
て
い

ま
す
。

　
病
害
虫
の
発
生
状
況
は
、
気
象
の

影
響
や
防
除
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
前
も
っ
て
予
測
し
、
適
切
な

防
除
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

①
初
期
防
除
を
し
っ
か
り
と

　
初
期
防
除
は
非
常
に
重
要
で
、
病

気
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を
低
レ
ベ
ル

に
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
や
普
及
指
導
員
に
確
認
し
て
病

害
の
診
断
を
行
い
、
効
果
の
あ
る
薬

剤
を
選
択
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

②
登
録
の
あ
る
薬
剤
で

　
作
物
ご
と
に
登
録
さ
れ
て
い
る
薬

剤
は
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ト
マ

ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
登
録
が
違
う
も

の
で
す
。
同
じ
ト
マ
ト
だ
か
ら
と
、

同
じ
薬
剤
を
散
布
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
で
登
録

さ
れ
て
い
る
薬
剤
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
を
実
施

　
同
じ
薬
剤
を
続
け
て
散
布
す
る
と

薬
剤
抵
抗
性
が
発
達
し
、
効
果
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
農
薬
の
作
用
機
構
分
類
（
Ｒ
Ａ

Ｃ
コ
ー
ド
）
を
活
用
し
て
、
効
く
ポ

イ
ン
ト
が
異
な
る
薬
剤
を
毎
回
選
ん

で
散
布
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

今
後
の
防
除
体
系

　
現
在
、
国
で
は
化
学
農
薬
だ
け
に

頼
ら
な
い
防
除
体
系
の
構
築
を
進
め
、

予
防
・
判
断
・
防
除
の
取
り
組
み
を

組
み
合
わ
せ
て
病
害
虫
の
発
生
を
抑

制
す
る
「
総
合
防
除
」
へ
移
行
し
て

い
き
ま
す
。
秋
田
県
で
は
今
年
度
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
総
合
防
除
計

画
を
策
定
し
、
総
合
防
除
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

▲軟腐病の被害を受け、ところどころネギが抜けてしまった圃場

▲軟腐病により黄色く枯死した株

　秋田県病害虫防除所で
は、病害虫発生予察情報
（警報、注意報、特殊
報、発生予報など）を
ホームページに掲載して
います。必要に応じて確
認し、お役立てください。

病害虫防除所から
農家のみなさまへ
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①�

未
使
用
の
状
態
で
購
入
し
た
農
業

機
械
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
機

種
が
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

中
古
で
購
入
し
た
農
業
機
械
で

も
、
特
約
を
付
け
れ
ば
加
入
で
き

ま
す
。

　
普
通
農
機
具

　

�
ト
ラ
ク
タ
ー
、
自
脱
型
・
普
通
型

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、
米
・
麦

乾
燥
機
、
ハ
ロ
ー
、
防
除
機
な
ど

　
特
殊
農
機
具

　

�

運
搬
車
、
あ
ぜ
塗
機
、
大
豆
脱
粒

機
、
畜
産
用
農
機
具
な
ど

農
機
具
共
済 

へ
の
加
入
で

　
　
安
心
し
て
農
作
業
に
取
り
組
も
う

　

�　
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
ー
タ

リ
ー
や
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
の
結

束
機
は
、
附
属
装
置
と
し
て
セ
ッ

ト
で
加
入
で
き
ま
す
。
あ
ぜ
塗
機

や
ハ
ロ
ー
な
ど
、
そ
の
他
の
作
業

機
に
つ
い
て
は
単
体
で
の
加
入
と

な
り
ま
す
。

②�

新
品
価
額
を
限
度
に
最
高
２
千
万

円
ま
で
補
償
し
ま
す
。

　
新
品
を
購
入

　

�

標
準
小
売
価
額
を
上
限
に
、
５
万

～
２
千
万
円
ま
で
補
償

　
中
古
を
購
入

　

�

特
約
を
付
け
、
購
入
価
額
ま
た
は

時
価
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
ま
で

補
償

③�

新
価
で
補
償
し
ま
す
。
た
だ
し
、

全
損
事
故
で
１
年
以
内
に
同
等
の

農
機
具
を
購
入
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
時
価
払
い
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
購
入
し
た
農
機
具
の
価
額
が

損
害
額
を
下
回
っ
た
場
合
は
、
そ

の
購
入
額
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

　

春
の
農
作
業
が
始
ま
る
こ
の
時
期
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
稼
働
前
の
点
検
と
安
全
操
作
で
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
安
心
し
て
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
農
機
具
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

農
機
具
共
済
の
ポ
イ
ン
ト
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　農機具共済にご加入の農機具を買い替えたとき
や、事故が発生したときは速やかにお近くの支所へ
ご連絡ください。買い替えの通知がなく事故が発生
した場合は共済金をお支払いできないことがありま
す。また、事故の報告が遅れ、修理後や損害部品の
廃棄後だった場合は、損害を認定できず、共済金を
お支払いできませんのでご注意ください。

　特約を付けると補償が拡大しま
す。総合共済や火災共済では地震に
よる損害は補償されません。頻発す
る地震に加え、噴火や津波による損
害を補償（損害額が新品価額の5％
以上の場合）できる地震等担保特約
の追加をご検討ください。

総合共済の補償範囲

火災共済の
補償範囲

　総合共済では、火災共済の補償範囲に加え、一部自然災害や稼働中の事故も対象となります。
　※ただし、ぬかりによる異常負荷は走行部のみ対象です。

指定された場所での格納
中の事故が対象です。

さらに！買い替えの連絡や事故の報告はお早めに

風水害

転覆・墜落

異物の巻き込み

雪害

衝突・接触

第３者行為によるき損物体の落下・飛来

鳥獣害爆発・破裂

盗難による盗取・き損落雷

火災
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減収総合一般方式 地域インデックス方式

支払対象 ３割超の減収 １割超の減収

対象の災害 自然災害、病虫害、鳥獣害、
火災による収穫量の減少

補償割合 ７割 ９割

加入要件 類（収穫期）ごとに
５㌃以上の栽培 ５㌃以上の栽培

※�地域インデックス方式は、県ごとの統計単収に基づき共済金を算定するた
め、農業者の被害状況に応じた補償とはなりません。

減収総合一般方式
地域インデックス方式

加入申し込みは６月15日まで

　
令
和
元
年
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
。
毎
年

の
よ
う
に
県
内
で
発
生
す
る
被
害
を
目
の
当

た
り
に
し
、
異
常
気
象
に
備
え
た
い
と
思
っ

て
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
園
地
が
自
宅
周
辺
の
平
地
か
ら
山
の
傾
斜

地
に
点
在
し
て
い
る
の
で
、
大
雪
な
ど
で
管

理
が
間
に
合
わ
な
い
リ
ス
ク
な
ど
も
考
慮

し
、
年
間
を
通
し
て
補
償
を
受
け
ら
れ
る

「
減
収
総
合
一
般
方
式
」
を
選
択
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
は
４
月
中
旬
と
下
旬
に
霜
が
降
り
た

ほ
か
、
開
花
期
に
季
節
外
れ
の
降
雪
が
あ
り

ま
し
た
。
低
温
で
ミ
ツ
バ
チ
の
動
き
が
鈍

く
、
受
粉
が
進
ま
な
い
な
ど
の
要
因
が
重
な

り
、
記
録
的
な
不
作
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
被
害
確
認
で
は
、
損
害
評
価
員
や
職
員
に

何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
共
済
金
の
支

払
い
が
早
く
て
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
後

ろ
盾
が
で
き
た
こ
と
で
安
心
し
て
果
樹
栽
培

に
取
り
組
め
て
い
ま
す
。

　令和６年産の加入申し込み期限は
６月15日です。申込書の提出は期
限内にお願いします。
　どちらの方式も、花芽の形成期か
ら冬期間を含めた長期補償です。今
回の申し込みから地域インデックス
方式では、全樹種で秋田県の統計単
収による計算に変わります。
　頻発する自然災害に備え、果樹共
済への加入をご検討ください。

果樹共済

湯沢市上関
佐藤　譲 さん（59）

オウトウ 51.2㌃

私は
減収総合一般方式

収穫直前の降ひょう被害（リンゴ）  令和４年11月１日 潟上市昭和 開花期の降雪被害（オウトウ）  令和４年４月30日 湯沢市三関
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全相殺方式 半相殺方式 地域
インデックス方式

支払対象 １割超の減収 ２割超の減収 １割超の減収

対象の災害 自然災害、病虫害、鳥獣害、
火災による収穫量の減少

補償割合 ９割 ８割 ９割

加入要件

５㌃以上の栽培
かつJA等に全
量出荷または青
色・白色申告者

５㌃以上の
栽培

５㌃以上の
栽培

全相殺方式
半相殺方式
地域インデックス方式

加入申し込みは５月25日まで

　
長
年
、
半
相
殺
方
式
８
割
補
償
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
の
集
中
豪
雨
で
圃
場

６
㌶
に
土
砂
が
流
入
し
、
収
穫
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
の
４
分
の
１
ほ
ど
に
な
り
、

品
質
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
昨
年
は

水
害
に
遭
う
ま
で
は
生
育
が
比
較
的
順
調
に

推
移
し
て
い
て
、
収
穫
を
控
え
た
矢
先
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
気
を
落
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
圃
場
は
山
間
部
に
あ
る
の
で
、
ク

マ
や
サ
ル
な
ど
の
獣
害
に
毎
年
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
豆
共
済
は
自
然
災
害
だ
け
で
な

く
鳥
獣
害
も
補
償
さ
れ
る
の
で
、
加
入
し
て

い
る
こ
と
で
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
大
雨
を
は
じ
め
、
近
年
は
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
面
積
拡
大
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
品
質
の
良
い
大
豆
栽
培
が
で

き
る
よ
う
に
、
全
相
殺
方
式
９
割
補
償
や
収

入
保
険
へ
の
移
行
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　令和５年産の加入申し込み期限は
５月25日です。申込書の提出は期
限内にお願いします。
　頻発する自然災害に備え、大豆共
済への加入をご検討ください。

大豆共済

北秋田市鷹巣
株式会社 畠山

畠山 敏美 代表取締役（42）
大豆 10㌶

私は全相殺方式など
への移行を検討中

※�地域インデックス方式は、市町村ごとの統
計単収に基づき共済金を算定するため、農
業者の被害状況に応じた補償とはなりませ
ん。

土砂が流入した大豆圃場　令和４年８月17日 五城目町富津内 マメシンクイガの虫害（横手市）
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安
定
経
営
を
支
え
る
制
度

　
こ
れ
ま
で
は
水
稲
や
大
豆
、

麦
の
各
共
済
と
、
ナ
ラ
シ
対

策
・
野
菜
価
格
安
定
制
度
に
加

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
地
区
担
当
職
員
か
ら
収

入
保
険
を
勧
め
ら
れ
、
今
年
か

ら
移
行
し
ま
し
た
。

　
既
存
の
共
済
制
度
で
は
支
払

い
の
対
象
に
な
り
づ
ら
い
と
感

じ
て
い
た
た
め
、
最
高
９
割
と

い
う
高
い
補
償
割
合
を
設
定
で

き
る
収
入
保
険
に
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
収
量
減

少
だ
け
で
な
く
、
市
場
価
格
の

低
下
や
病
気
・
ケ
ガ
に
よ
る
収

入
減
少
が
補
償
さ
れ
る
の
も
メ

リ
ッ
ト
で
す
ね
。

　
共
済
制
度
で
は
補
償
さ
れ
な

か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
や
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
も
補
償
の
対
象
と
し
て
収

入
の
減
少
を
見
て
も
ら
え
る
の

で
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
品
目
ご
と
に
し
て
い
た
加

入
手
続
き
を
一
つ
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
、
事
務
処
理
が
楽

に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
法
人
で
は
現
在
、

自
前
の
基
地
局
を
設
置
し
て
ロ

ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
す

る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は

３
０
０
㌶
ま
で
作
付
面
積
を
増

や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
う

し
た
設
備
投
資
や
規
模
拡
大
に

は
安
定
し
た
農
業
経
営
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
収
入
保
険
が
そ

の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
制
度

で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

加
入
者
は
年
々
増
加
中

収

保
入

険

　

令
和
元
年
の
制
度
開
始
以
降
、
加
入

者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
（
下
グ
ラ

フ
）
。
令
和
５
年
は
３
月
31
日
現
在
、
個

人
・
法
人
で
２
３
４
０
経
営
体
が
加
入
し

て
い
ま
す
（
左
表
）
。

　
令
和
３
年
加
入
者
に
は
、
１
３
４
４
経

営
体
へ
24
億
４
９
６
６
万
円
を
お
支
払
い

し
ま
し
た
。
令
和
４
年
加
入
者
へ
の
支
払

い
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
税
務
申
告
書
類

の
提
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

水
稲
１
６
２
㌶
、
大
豆
85
㌶
、

小
麦
37
㌶
、
キ
ャ
ベ
ツ
４
㌶
、

ス
イ
カ
１
・
２
㌶
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
他
２
・
８
㌶

横
手
市

 

農
事
組
合
法
人 

塚
堀
農
事
生
産
組
合

　
会
長
理
事  

鈴
木 

和
一
さ
ん （
81
）

令和５年収入保険加入状況
支　所 個人 法人 合計

北 鹿 204 37 241
北秋田山本 313 52 365
中 央 309 48 357
（大潟村） 125 9 134
由 利 295 28 323
仙 北 248 74 322
横 手 市 307 44 351
雄 勝 209 38 247
合 計 2,010 330 2,340

（令和５年３月31日現在）

令和元年～令和５年の加入経営体の推移
法人
個人

0

1,000

2,000

3,000

令和５年（３月末現在）令和４年令和３年令和２年令和元年

861

2,340
2,146

1,834

1,139

2.7倍！

今年から
加入しました
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青色申告 　修会
　NOSA Iでは、これから新たに「青色申告」を始めたいと考えている農業者を
対象に研修会を開催します。この機会に参加して青色申告を始めましょう。

▶日　時　７月６日（木）午前10時～正午
▶講　師　税理士ほか
▶内　容　�青色申告のメリット、白色申告か

らの切り替え手続き、記帳方法、
青色申告書類作成の流れなど

▶対象者　�これから青色申告を始めたいと考
えている方など

▶第１弾か第２弾のどちらか一方の参加も可能です。
▶開催場所は、いずれもNOSAI各支所。テレビ会議システムによるリモート受講となります。
　（受講料は無料です）

▶申込期限　６月９日（金）
　�お近くの支所（電話番号は15頁参照）または本所収入保険課（018－884－5254）までご連絡
ください。

どんな質問も受け付けますので、ぜひお気軽にご参加ください。

▶日　時　第１回：７月13日（木）
　　　　　第２回：７月20日（木）
　　　　　第３回：７月27日（木）
　　　　　※時間は各回とも午前10時～正午
　　　　　※内容は各回とも同じです
▶講　師　農業簿記ソフト会社担当者ほか
▶内　容　�農業簿記ソフトを活用した青色申

告書類作成の流れなど
▶対象者　�これから農業簿記ソフトを活用し

て青色申告を始めたいと考えてい
る方など

青色申告研修会 農業簿記ソフトを活用した
青色申告研修会第１弾 第２弾

今年も

開催しま
す！

昨年の研修会は69人に参加いただき、以下のような質問が出ました。

□ 農業収入と事業収入があるが、まとめて確定申告できるか？
□ �青色申告をしていたが１年間白色申告となり、また青色申告を始めた場合は過去の損失を繰り越せるか？
□ �農機具購入のために積み立てしていた場合や補助金などを使って購入した場合、 農業簿記ソフトにはどの

ように入力するか？
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ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の
５
つ
の

農
場
で
飼
育
さ
れ
る
「
桃
豚
」
。
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
臭
み
の
な
い
脂
身
が
特
徴

で
す
。
平
成
７
年
か
ら
飼
育
し
、
現

在
は
繁
殖
母
豚
７
２
０
０
頭
を
社
員

１
３
０
人
ほ
ど
で
管
理
し
、
年
間
約

15
万
頭
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
桃
豚
は
２
つ
の
根
幹
技
術
で
飼
育
さ

れ
ま
す
。
１
つ
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ
（
洗
浄
豚
）

で
、
豚
特
有
の
病
原
菌
を
持
た
な
い
状

態
で
生
ま
れ
る
た
め
、
抗
生
物
質
や
薬

品
を
使
わ
ず
に
飼
育
で
き
ま
す
。
Ｓ
Ｐ

Ｆ
豚
農
場
を
維
持
す
る
た
め
、
社
員
は

出
勤
時
に
シ
ャ
ワ
ー
入
浴
し
、
専
用
着

に
着
替
え
て
か
ら
農
場
に
入
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
場
敷
地
内
に
入
場
す
る
車

両
は
、
農
場
に
入
る
ま
で
に
消
毒
を
３

回
行
う
な
ど
防
疫
管
理
を
徹
底
。
外
部

か
ら
の
病
気
の
侵
入
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
豊
下
勝
彦
代
表

（
61
）
は
「
こ
の
農
場
は
全
国
で
一
番

規
模
が
大
き
い
Ｓ
Ｐ
Ｆ
農
場
。
日
本
Ｓ

Ｐ
Ｆ
豚
協
会
の
審
査
を
毎
年
受
け
、
５

つ
の
農
場
全
て
が
認
定
さ
れ
て
い
る
」

と
説
明
し
ま
す
。

　
２
つ
目
の
技
術
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
（
バ

ク
テ
リ
ア
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

技
術
）
で
す
。
腐
植
土
（
バ
ク
テ
リ

２つの技術を融合
　豚の健康と食の安全を守る

小坂町　ポークランドグループ 桃豚Vol.6

農場内の写真はポークランドグループ提供
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ア
）
と
石
（
ミ
ネ
ラ
ル
）
に
よ
る
自
然

の
浄
化
作
用
を
利
用
し
た
技
術
で
す
。

「
腐
植
土
・
岩
石
・
空
気
を
使
っ
て
自

然
の
沢
水
を
再
現
し
、
飲
み
水
を
作
っ

て
い
る
。
こ
の
水
を
豚
が
飲
む
と
、
腸

内
環
境
が
整
え
ら
れ
て
消
化
吸
収
力
や

免
疫
力
が
上
が
り
、
病
気
に
か
か
り
に

く
い
健
康
な
豚
に
な
る
」
と
豊
下
代

表
。
こ
の
技
術
で
、
豚
の
尿
は
ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
ん
だ
生
物
活
性
水
へ
、
ふ

ん
は
完
熟
堆
肥
へ
姿
を
変
え
ま
す
。

　
生
物
活
性
水
は
１
０
０
倍
に
薄
め
て

飲
み
水
に
加
え
る
ほ
か
、
豚
舎
内
に
霧

状
に
ま
く
こ
と
で
臭
い
の
軽
減
効
果
も

あ
り
ま
す
。
完
熟
堆
肥
は
地
元
農
家
や

土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
県
外
の

農
家
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
循
環
型
農

業
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
餌
は
飼
料
用
米
30
％
を
配
合
し
た
飼

料
を
給
餌
。
「
米
は
オ
レ
イ
ン
酸
系
の

脂
で
く
ど
さ
が
な
い
。
肉
の
う
ま
み
が

増
し
、
脂
の
臭
み
は
と
て
も
少
な
く
な

る
」
と
話
し
ま
す
。
相
反
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｆ

（
滅
菌
）
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
（
活
菌
）
の

導
入
に
よ
り
、
餌
に
抗
生
物
質
や
合
成

抗
菌
剤
を
使
用
し
な
い
生
産
が
可
能
と

な
り
、
消
費
者
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
豊
下
代
表
は
「
目
標
に
掲
げ
て
い
る

『
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
一
歩
ず

つ
達
成
し
た
い
。
設
立
当
初
の
思
い
を

次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
、
未
来
永
劫
続
く

組
織
に
し
て
い
く
」
と
力
強
く
話
し
ま

す
。
「
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
励
み
に
な
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
消
費
者
と
の
交
流
を
大
切
に
切

磋
琢
磨
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

1　�「ＳＰＦ技術の活用で農場外から菌を持ち込まず、ＢＭＷ技術の活用で快適な
環境で健康に飼育できる」と豊下代表

2　�桃豚の飼料。母豚には1日2回与え、子豚や肥育中の豚は好きな時に好きな量を
食べています

3　授乳中の子豚。生後6カ月ほどで110～115㌔に成長し、出荷されます

店内には精肉や加工品、総菜などが並びます。

　桃豚は、名前のとおり、ほんのり
きれいな桃色で柔らかい肉質です。
脂身は甘く、食べると口の中ですぐ
に溶けるので食べやすいです。
　ポークランド桃豚直売店「こも
も」では、よりおいしい商品を販売
するため、従業員で案を出し合って
います。
　コロッケやメンチカツが人気で、
お土産としても喜ばれています。桃
豚を通じて喜びが伝わることが一番
うれしいです。

◆ 店舗情報 ◆
「こもも」小坂店
　住　所：小坂町字五十刈6-5
　電　話：0186-29-4008
　定休日：毎週木曜日

「こもも」十和田店
　住　所：�鹿角市十和田毛馬内

上陣場81-1
　電　話：0186-35-2992
　定休日：年末年始

　　営業時間は、両店舗とも
　午前10時～午後６時です。

まんまランド　店舗部
チーフ  池田　智美 さん

特産を共に守る 

122

33
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ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
手
が
け
て
30
年

以
上
に
な
る
三
種
町
八
竜
の
加
賀
谷

幸
悦
さ
ん
（
64
）
。
60
㌃
で
促
成
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
中
旬
に
播
種
を
済
ま
せ
、
５

月
に
定
植
し
、
株
を
養
成
し
ま
す
。

「
養
成
期
間
は
、
カ
メ
ム
シ
や
ヨ
ト

　

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
秋
田
し
ん

せ
い
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し

ん
せ
い
ブ
ラ
ン
ド
「
土
づ
く
り
実
証

米
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を
１
０
０
％
使
用

し
た
き
り
た
ん
ぽ
を
製
造
・
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

特
注
の
機
械
を
用
い
て
製
造
し
、

需
要
が
高
ま
る
冬
は
１
日
約
５
千
本

を
生
産
し
ま
す
。
小
松
渚
課
長
補
佐

（
37
）
は
「
こ
の
地
域
の
ひ
と
め
ぼ

れ
は
、
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
４

年
連
続
特
Ａ
の
評
価
を
得
て
い
る
。

米
本
来
の
食
味
と
粒
感
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
作
っ
て
い
る
」
と
話

ウ
ム
シ
な
ど
の
防
除
を
徹
底
す
る
」

と
加
賀
谷
さ
ん
。
害
虫
が
出
始
め
る

７
月
か
ら
９
月
の
稲
刈
り
前
ま
で
最

低
５
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
品
質
は
、
９
月

か
ら
11
月
の
養
分
転
流
期
の
気
温
が

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
「
昨
年
は

９
月
以
降
に
低
温
が
続
か

ず
、
収
量
に
影
響
を
受
け

た
も
の
の
、
お
お
む
ね
平

年
並
み
に
推
移
し
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　

株
の
養
成
後
、
11
月
中

旬
に
掘
り
取
り
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
２
棟
で
伏
せ
込

み
ま
す
。
地
温
18
度
、
気

温
20
度
～
25
度
を
キ
ー
プ

し
、
12
月
上
旬
に
収
穫
作

業
を
開
始
し
ま
す
。
「
灯

油
代
な
ど
の
経
費
が
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
現
状
を

維
持
し
な
が
ら
、
よ
り
品

質
の
高
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
培
に
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

比
内
地
鶏
ス
ー
プ
は
、
市
内
の
有

限
会
社
マ
ル
イ
チ
し
ょ
う
ゆ
・
み
そ

醸
造
元
の
だ
し
つ
ゆ
「
八
方
美
人
」

を
ベ
ー
ス
に
、
同
Ｊ
Ａ
管
内
で
飼
養

さ
れ
た
「
比
内
地
鶏
」
を
使
用
。

あ
っ
さ
り
甘
め
の
味
が
特
徴
で
す
。

　

商
品
は
、
地
元
ス
ー
パ
ー
や
Ａ

コ
ー
プ
な
ど
で
販
売
す
る
ほ
か
、
北

海
道
や
関
東
圏
に
も
流
通
し
て
い
ま

す
。
「
今
後
は
、
夏
に
き
り
た
ん
ぽ

を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
食
材
と
し
て
提
案
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

加
賀
谷
幸
悦  

さ
ん

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
イ
秋
田
　
　
　

し
ん
せ
い
サ
ー
ビ
ス

促
成
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
　
　
　
害
虫
防
除
徹
底

土
づ
く
り
実
証
米
き
り
た
ん
ぽ

▲
�

「
ス
ー
プ
は
ご
飯
と
炊
き
込
ん
で
も
お
い
し
い
」
と

小
松
さ
ん

三
種
町

由
利
本
荘
市

▲アスパラガス収穫時期の加賀谷さん

▲�きりたんぽは５本入り450円、スープは348円
（ともに税抜き）
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横
手
市
平
鹿
町
の
有
限
会
社
太
成

食
品
で
は
、
い
ぶ
り
が
っ
こ
と
ナ
タ

漬
け
の
製
法
を
組
み
合
わ
せ
た
「
い

ぶ
り
ナ
タ
漬
け
」
を
開
発
。
健
康
志

向
の
漬
物
と
し
て
昨
年
10
月
か
ら
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
や
、
材
料
の
甘
酒
に
使

う
米
麹
は
自
社
製
。
着
色
料
の
ウ
コ

ン
は
市
内
の
農
家
か
ら
仕
入
れ
る
な

ど
、
地
元
の
食
品
を
使
用
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

齋
藤
太
一
代
表
取
締
役
（
73
）
は

「
皮
を
剥
い
て
燻
し
た
ダ
イ
コ
ン

　

毎
年
５
月
末
に
見
頃
を
迎
え
る
羽

後
町
軽
井
沢
の
菜
の
花
畑
。
佐
藤
清

志
さ
ん
（
71
）
が
休
耕
農
地
８
㌶
を

借
り
て
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
建
設
会
社
を
経
営

し
、
個
人
で
水
稲
１
・
８
㌶
を
栽

培
。
近
隣
で
増
え
続
け
る
耕
作
放
棄

地
を
見
て
、
ふ
る
さ
と
が
荒
れ
果
て

る
の
を
防
ぎ
た
い
と
趣
味
で
菜
の
花

の
作
付
け
を
始
め
ま
し
た
。

　

毎
年
９
月
、
菜
種
採
取
に
向
い
て

い
る
「
キ
ザ
キ
ノ
ナ
タ
ネ
」
を
播
種

し
ま
す
。
「
湿
度
に
弱
く
、
排
水
し

な
い
と
枯
れ
て
し
ま
う
。
連
作
障
害

も
あ
る
た
め
、
圃
場
の
ロ
ー
テ
ー

を
、
砂
糖
を
使
わ
ず
に
甘
酒
と
ウ
コ

ン
に
漬
け
て
い
る
。
添
加
物
を
使
用

し
て
い
な
い
た
め
、
健
康
に
良
い
」

と
話
し
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
を
ナ
タ
で

切
る
こ
と
で
切
り
口
が
荒
く
な
り
、

味
が
染
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
袋
４
０
０
円
（
税
込
み
）
で
販

売
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
直

接
の
問
い
合
わ
せ
で
購
入
可
能
。
リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
や
ま
ん
じ
ゅ
う
も
販

売
し
て
い
ま
す
。
「
地
元
横
手
の
農

産
物
を
使
用
し
、
商
品
開
発
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
張
り
切
り
ま
す
。

シ
ョ
ン
な
ど
が
必
要
。
趣
味
の
割
に

手
間
が
か
か
る
が
、
手
を
抜
か
ず
に

作
業
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

見
頃
を
終
え
た
菜
の
花
は
７
月
こ

ろ
、
70
㌃
分
を
菜
種
油
採
取
用
に
収

穫
し
ま
す
。
由
利
本
荘
市
の
業
者
に

委
託
し
、
昨
年
は
菜
種
油
を
７
０
０

本
製
造
。
建
設
業
の
取
引
先
や
地
域

住
民
な
ど
へ
進
呈
し
ま
し
た
。
「
お

い
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し

く
、
頑
張
っ
た
か
い
が
あ
る
」
と
佐

藤
さ
ん
。
「
菜
の
花
畑
を
見
に
来
て

喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
、
今

後
も
続
け
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

す
。

有
限
会
社
太
成
食
品

佐
藤
清
志  

さ
ん

い
ぶ
り
が
っ
こ
と

　
　
　
ナ
タ
漬
け
を
合
体

休
耕
農
地
で
菜
の
花
栽
培

▲
�

「
食
感
な
ど
を
追
求
し
、
開
発
に
約
３
年

か
か
っ
た
」
と
齋
藤
代
表

▲
�

「
休
耕
農
地
の
増
加
に
伴
い
菜
の
花
畑
の
面
積
も

増
え
た
」
と
菜
種
油
を
手
に
佐
藤
さ
ん

横
手
市

羽
後
町

▲一面黄色の景色が広がります
（佐藤さん提供写真）

住　　所：横手市平鹿町醍醐字宮西50
T　E　L：０１８２・２５・４９２２
営業時間：午前９時〜午後５時
定 休 日：土日祝日

読者
プレゼント
詳しくは15頁を
ご覧ください。

▲ナタで乱切りし、味が染み込んだ商品
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　谷村さんは、水稲約４㌶とネギ33㌃
などを栽培しています。律樹くんと咲英
さんは、野菜の収穫をお手伝いしてい
るそうです。
　この日は、水稲の育苗準備をお手伝
いしました。「おうちのお米とネギはお
いしくて好き」と話してくれました。

谷村　律
りつ

樹
き

くん（6）	 写真左下

　　　咲
さき

英
え

さん（5）	 写真右下
<八郎潟町の清一郎さん、弘子さんのお孫さん>

　なお、次の場合も農業所得の収入金額となり
ます。
①�農業経営に付随する副産物（わら、もみ、牛
鶏ふんなど）の販売による収入があった場合

②�自己の所有する水田など農地の耕作を他者へ
委託し、その対価として、農作物の販売代金
又は農作物の一部を受領した場合

　また、農地を貸し付けし、賃貸料（小作料）
を受け取った場合は、不動産所得の収入金額と
なります。

　詳しくは、電話相談センター（最寄りの税務
署の電話番号におかけのうえ、音声案内で１番
を選択）にお尋ねいただくか、お近くの税務署
へご相談、お問い合わせください。
� （秋田南税務署）

　
大
仙
市
役
所
に
勤
務
し
て
１
年
に

な
り
ま
す
。
地
元
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
市
民
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
を
選

び
ま
し
た
。
職
場
は
和
や
か
で
、
明

る
い
雰
囲
気
で
す
。

　
今
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

ア
カ
ペ
ラ
で
す
。
大
学
時
代
か
ら
続

け
て
い
て
、
今
で
も
学
生
時
代
の
メ

ン
バ
ー
と
集
ま
っ
て
一
緒
に
歌
っ
て

い
ま
す
。

　
夢
は
、
地
元
そ
し
て
秋
田
県
全
体

に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
る
こ

と
で
す
。
秋
田
は
人
口
減
少
が
進

み
、
昔
よ
り
も
に
ぎ
わ
い
が
減
っ
て

寂
し
く
感
じ
る
の
で
、
若
い
力
で
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

知っトク

税の話

高橋　彩
あや
葉
は
さん（23）

～ 大仙市 ～

若
い
力
で

秋
田
を
盛
り
上
げ
た
い

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

収入金額について
Ｑ　私は水稲農家ですが、友人からの依頼によ
り、友人の水田の稲刈り作業を請け負い、その
作業受託料を受け取りました。また、動力田植
機を知人に貸し付けし、謝礼を受け取っていま
す。これらは、何所得となりますか。

Ａ　農業経営に付随して受ける各種金銭は、特
に定めのあるものを除き、農業所得の収入金額
に算入します。ご質問の作業受託料や、農機具
の貸し付けによる収入は農業所得の収入金額と
なります。

表紙表紙のの紹介紹介

みなさまからの質問を募集しています！
詳細は15頁の右下をご覧ください。
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①クイズの答え
②５月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望等（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

63

正解者の中から抽選で12名様に、13頁で紹介した
「いぶりナタ漬け」２個セットをプレゼントします。

　14頁に掲載している「知っトク税の話」のコー
ナーでは、税に関する疑問点について、みなさまか
らの質問を募集しております。
　質問がある方は、ハガキにて、「プレゼントクイ
ズ」と同じ宛先までお送りください。プレゼントク
イズも応募される方は、まとめてご記入ください。

「知っトク税の話」質問を募集します

NOSAIへの
お問い合わせは

由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

本 　 　 所  TEL 018-884-5222
北 鹿 支 所  TEL 0186-23-7401
北秋田山本支所  TEL 0185-54-5540
中 央 支 所  TEL 018-865-1701

●水稲育苗ハウスの共済に加入しています。
強風で飛ばされたハウスの記事を見て、復旧
撤去特約の必要性を知り、今年から特約に加
入しました。� （三種町・加藤さん）

●３年ほど前、大館に行き、比内地鶏の親子
丼をいただいたことがありました。柔らかく
てとてもおいしかったことを思い出しました。
コロナが終わり、早く全国に出荷できるとい
いですね。� （大仙市・佐々木さん）

●関東に住む娘が「横手のシイタケ売ってる
よ」と言っていたので、全国区で売っている
ことに驚き、「買って！！」と言っておきま
した。生産者の皆さん、これからもおいしい
横手のシイタケを作ってください。
� （横手市・柴田さん）

●ここまで横手市のシイタケ生産力が素晴ら
しいとは気付きませんでした。光熱費の高騰
で逆風が吹いていて大変だとは思いますが、
すてきなご家族でシイタケ界と地域を盛り上
げていってください。�（横手市・菊地さん）

●息子が剣道に取り組んでいた中学生時代、
先輩保護者の方から「最中剣道の街」を大会
の差し入れで頂いた事があり、懐かしく記事
を拝見しました！！� （横手市・佐藤さん）

　
令
和
５
年
４
月
１
日
付
で
職
員
を
採
用

し
ま
し
た
。

◆
仙
北
支
所

　
農
産
課　
佐
々
木
蔵
斗

　
建
物
農
機
具
課　
冨
岡
小
夏

◆
横
手
市
支
所

　
総
務
課　
泉
谷
歩
花

　
家
畜
果
樹
園
芸
課　
木
元
農

　
令
和
５
年
３
月
31
日
付
で
職
員
が
定
年

退
職
し
ま
し
た
。

　
　
（　
）
内
は
旧
所
属　
※
は
再
雇
用

　
藤
原
勉
（
副
参
事
）

　
鈴
木
重
明
（
本
所
農
産
園
芸
部
長
）
※

　
武
藤
昭
則
（
本
所
家
畜
建
物
部
長
）

　
武
藤
百
合
子

　
　
（
本
所
家
畜
建
物
部
建
物
農
機
具
課
審
査
役
）

　
柳
沢
宏
俊
（
北
秋
田
山
本
支
所
収
入
保
険
課
長
）

　
池
内
広
紀
（
中
央
支
所
長
）

　
富
樫
佳
典
（
仙
北
支
所
次
長
）

　
山
藤
准
（
仙
北
支
所
次
長
）
※

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

からの
お知らせ

前号にお寄せいただいた
お便りの一部をご紹介します。

お便りお便り
　ありがとうございます　ありがとうございます

　桃豚の飼育が始
まったのは平成何
年でしょうか。

（10頁参照）

【応募締切】令和５年５月26日（金）消印有効
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
前号の答えは「24人」でした。
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

5
2023
vol.18

 材料 
バラ肉又はもも肉のスライス500g、
調味料（醤油100cc、みりん50cc、酒
100cc、ブラックペッパー適量）

 つくり方 
①�調味料を全て合わせてバッドに移し、
スライス肉を伸ばして並べ入れて1時
間半ほど漬け込む

②�別のバッドにクッキングシートを敷い
て、スライス肉を重ならないように並
べていく

③�並べた肉に扇風機で風を当て続けて
乾燥させる。1日ほど経つとカリカリ
になってくるので、ひっくり返してさ
らに半日ほど乾燥させる

④�トースターなどで軽く炙って完成。す
ぐに焦げるので要注意

 材料 
もも肉ブロック1kg、タマネギ1個、
ニンニク1片、調味料（ウスターソース
200cc、ケチャップ200g、中濃ソース
100g、ブラックペッパー適量）

 つくり方 
①�ブロック肉を5センチ角くらいにカッ
ト、タマネギをスライス、ニンニクを
みじん切りにする
②�煮込み用の鍋の底にタマネギとニン
ニクを敷き、その上に肉を置き、かぶ
るくらいの水を足し火にかける

③�沸いてきたら弱火にして2〜3時間コ
トコト煮込む。焦げ付かないよう水は
適宜足す

④�豚肉をフォークでほぐし、調味料を全
て加えて混ぜ合わせ、水気がなくなっ
てくるまで火にかけて完成

⑤�好みに応じてトーストにはさんだり、
ご飯にのせたり、サラダと合わせたり
して食べる

 材料 
バラ肉ブロック500g、リンゴ1個、味噌
100g、ねり酒粕100g、好みでスパイス
（シナモン、グローブ、オールスパイス）
など各適量

 つくり方 
①�バラ肉をやや大きめの一口大に切
る。リンゴは皮を剥き芯を除いてやや
大きめの一口大に切る
②�深さのあるフライパンを火にかけて
熱し、バラ肉を焼いて表面に軽く焼
き色を付ける

③�かぶるくらいの水とリンゴを加えて
30分ほど煮込む

④�味噌と酒粕を溶き入れて一煮立ちさ
せ、お好みのスパイスを加え、器に盛
り付けて完成

桃豚の
ポークジャーキー 桃豚プルドポーク 桃豚とリンゴの

酒粕煮込み

■10頁に関連記事をお届け

秋田の特産品で

その6

んめ！

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

ミロックス新国道店●

●秋田中央
　　郵便局

●

●隠家あわい

隠家あわい
店主　冨岡 　誠 さん

秋田の旬の食材を使った料理を
提供する小料理店「隠家あわい」
店主。「あきた郷土作物研究会」
会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251

営業時間／
　17：30〜22：30
　※昼は要予約

定休日／日曜日

監
修

桃豚

　ポークランドグループ
の５つの農場で飼育され
ています。さっぱりとし
た臭みのない脂身が特徴
です。
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